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［特集］ 近代日本画とその周辺　前田育徳会尊經閣文庫分館

［特集］ 古美術優品選　第2展示室

第65回現代美術展

● 企画展Topics

● 開設50年にあたり　館長 嶋崎　丞
● 20年度の展覧会を振り返って（2）
● 行事案内
● 講演会記録
● バスツアー予告
● ミュージアムレポート
● 企画展Topics

4月開催！「近代日本美術の精華ー東京藝大美術館コレクションを中心にー」

「近代日本美術の精華」

青貝柳水鳥図角盆　明16世紀　前田家伝来



　

石
川
県
立
美
術
館
の
古
美
術
関
係
の
所
蔵
品
、
寄
託

品
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
中
に

は
久
隅
守
景
の《
四
季
耕
作
図
》の
よ
う
に
、
毎
年
の
展

示
を
楽
し
み
に
全
国
か
ら
愛
好
者
が
鑑
賞
に
来
ら
れ
る

作
品
も
多
く
あ
り
ま
す
。
第
２
展
示
室
で
は
そ
う
し
た

作
品
群
を
、
毎
年
少
し
ず
つ
切
り
口
を
変
え
て
サ
イ
ク

ル
を
組
ん
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
毎
回
の

特
集
が「
優
品
選
」な
の
で
す
が
、
今
回
敢
え
て「
優
品
選
」

を
タ
イ
ト
ル
と
し
た
の
は
、
特
集
を
組
む
視
点
で
は
、

な
か
な
か
展
示
の
機
会
が
少
な
い
作
品
を
選
ん
で
展
示

す
る
と
い
う
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

展
示
作
品
を
二
点
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。ま
ず
桜
の
季
節

に
ち
な
ん
だ
絵
画
と
し
て《
松
浜
図
》屏
風
を
挙
げ
ま
す
。

松
林
を
と
も
な
う
海
浜
風
景
に
行
き
交
う
舟
を
あ
し
ら
う

構
図
は
、住
吉
、天
橋
立
、三
保
な
ど
の
名
所
と
関
連
し
て
、

室
町
か
ら
江
戸
時
代
屏
風
絵
の
定
番
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
展
示
す
る
作
品
は
、
桜
を
描
き
季
節
を
限
定
し
て
い

る
点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
作
者
は
十
八
世
紀
の
漢
画
も
学

ん
だ
、
や
ま
と
絵
系
絵
師
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
う
一
点

は
表
紙
に
紹
介
し
た《
青
貝
柳
水
鳥
図
角
盆
》
で
す
。
鷺
、

蓮
、
柳
な
ど
の
吉
祥
モ
チ
ー
フ
を
、
黒
漆
地
に
貝
を
切
っ

て
精
巧
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
箱
に
は
小
堀
遠
州
の
書
が

あ
り
、
前
田
家
に
伝
来
し
た
作
品
で
す
。

　

前
田
育
徳
会
所
蔵
の
近
代
日
本
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
中
心
に
紹
介
す
る
特
集
展
示
で
す
。
前
田
家
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
い
え
ば
、
江
戸
時
代
以
前
の
作
品
を
連
想

し
が
ち
で
す
が
、
明
治
時
代
に
住
ま
い
と
生
活
様
式
が

変
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
時
代
の
作
品
も
揃

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
）、
長
く
江
戸
上
屋
敷
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
本
郷
の
地
に
、
新
た
な
住
ま
い

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、「
西
洋
館
」（
四
十
年
）と

「
日
本
館
」（
三
十
八
年
）が
完
成
し
ま
す
。
四
十
三
年
に

は
念
願
叶
っ
て
、
新
し
い
邸
宅
へ
明
治
天
皇
の
行
幸
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。『
明
治
天
皇
紀
』よ
り

行
幸
の
記
録
を
追
い
な
が
ら
、
本
特
集
で
展
示
さ
れ
る

作
品
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
七
月
八
日
。
天
候
は
曇
り
。
十
一
時
十
二
分
、
到
着
。

前
田
家
の
親
族
な
ど
数
十
人
が
門
で
奉
迎
し
、
前
田
利
為

と
妻
渼
子
ら
が
玄
関
で
奉
迎
。
は
じ
め
西
洋
館
で
、
金
沢

の
名
品
や
茶
菓
、『
金
沢
万
葉
』や
刀
が
献
上
さ
れ
た
後
、

川
端
玉
章
の『
花
鳥
図（
波
上
千
鳥
）』な
ど
の
日
本
画
を
天

覧
。
い
ず
れ
も
予
め
頼
ん
で
描
か
せ
た
も
の
な
の
で
、
も

し
宸
慮（
天
皇
の
心
）に
適
う
も
の
が
あ
れ
ば
、
献
上
す
る

と
利
為
。
あ
わ
せ
て
今
日
は
、
荒
木
寛
畝
・
川
端
玉
章
・

福
井
江
亭
ら
が
日
本
館
に
控
え
て
お
り
、
画
題
を
賜
り
、

そ
の
場
で
揮
毫
さ
せ
る
と
の
こ
と
」こ
れ
が
、
現
在
も
育

徳
会
に
伝
わ
る『
梅（
御
臨
幸
記
念
）』で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
続
く
）

古美術優品選
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第2展示室 前田育徳会尊經閣文庫分館

Ⅰ）4月1日（水）～4月21日（火）
Ⅱ）4月25日（土）～6月1日（月）

Ⅰ）4月1日（水）～4月21日（火）
Ⅱ）4月25日（土）～6月1日（月）

近代日本画とその周辺

松浜図 江戸18世紀（部分） 梅（御臨幸記念）
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第
６５
回
現
代
美
術
展

　

石
川
県
は
、
美
術
工
芸
活
動
の
盛
ん
な
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
礎
は
、
藩
政
時
代
に
築
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
加
賀

藩
前
田
家
に
お
い
て
は
、
歴
代
藩
主
こ
と
に
三
代
・
利
常
、
五
代
・
綱
紀

を
中
心
と
し
て
、
活
発
な
文
化
政
策
が
展
開
さ
れ
、
加
賀
の
地
に
す
ぐ

れ
た
名
工
が
誕
生
し
、
強
固
な
文
化
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
育
ま
れ
た
加
賀
の
伝
統
文
化
を
嗜
好
す
る
気
風
は
、
時
代
の

大
き
な
節
目
に
お
い
て
、
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

志
を
抱
い
た
人
々
の
粘
り
強
い
活
動
に
よ
っ
て
伝
統
は
途
絶
え
る
こ
と

な
く
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

明
治
維
新
の
激
動
の
波
を
乗
り
越
え
、
明
治
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け

て
、
本
県
の
美
術
文
化
の
振
興
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
作
家
た
ち
の

多
く
は
、
東
京
美
術
学
校（
現
・
東
京
藝
術
大
学
）に
学
び
研
鑽
を
積
み

ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
明
治
二
十
年
開
校
し
た
金
沢
工
業
学
校（
現
・
石

川
県
立
工
業
高
等
学
校
）の
卒
業
生
の
中
に
、
二
十
二
年
開
校
し
た
東

京
美
術
学
校
に
進
学
す
る
も
の
が
次
第
に
増
加
し
、
明
治
後
期
か
ら
大

正
期
に
か
け
て
は
予
備
校
的
な
意
味
合
い
を
帯
び
る
こ
と
に
な
り
、
多

く
の
人
材
が
巣
立
っ
て
い
く
の
で
し
た
。
明
治
四
十
年
に
は
、
当
県
出

身
の
美
校
卒
業
生
及
び
在
校
生
が『
東
京
美
術
学
校
石
川
県
郷
友
会
』を

組
織
し
、金
沢
で
展
覧
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
、ほ
ぼ
四
、五
年
お
き
に
、

美
校
の
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
開
催
さ
れ
、
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
図
案
の
各
分
野
を
含
む
総
合
展
と
し
て
、
本
県
の
美
術
界
に
刺

激
を
与
え
ま
し
た
。

　

本
展
は
、
東
京
美
術
学
校
と
石
川
と
い
う
関
係
の
う
ち
に
見
出
さ
れ

る
美
術
活
動
の
諸
相
を
、
当
時『
郷
友
会
展
』に
出
品
さ
れ
た
作
品
や
、

明
治
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
石
川
ゆ
か
り
の
作
家
の
作

品
の
う
ち
に
見
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術

館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
当
館
の
館
蔵
品
も
加
え
て
約
百
点
で
構

成
い
た
し
ま
す
。

特
別
展
示　

現
代
美
術
展
を
支
え
た
巨
匠
展（
第
５
展
示
室
）

　
　
　
　
　
　

65
回
の
開
催
を
記
念
し
て
、
現
代
美
術
展
を
支
え

　
　
　
　
　

て
き
た
巨
匠
た
ち
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

 　

昭
和
二
十
年
の
第
一
回
展
開
催
に
尽
力
し
た
宮
本
三
郎
・

　
　
　
　
　
　
高
光
一
也
・
高
橋
介
州
の
ほ
か
鴨
居 

玲
・
矩
幸
成
・

　
　
　
　
　

北
出
塔
次
郎
な
ど
約
三
十
名
の
物
故
作
家
に
よ
る

　
　
　
　
　

 

展
観
で
す
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

　
　
　
　
　

毎
週
金
曜
・
土
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
開
館

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

部　
　

門　

日
本
画（
第
８
・
９
展
示
室
）

　
　
　
　
　

写
真　
（
第
７
展
示
室
）

　
　
　
　
　

書　
　
（
第
３
・
４
・
６
展
示
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢
21
世
紀
美
術
館
で
は
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸

　
　
　
　
　
　
　
　

 

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

入 

場 

料　
（
金
沢
21
世
紀
美
術
館
と
共
用
）

4月26日（日）～5月31日（日） 

四
月
四
日（
土
）〜
二
十
一
日（
火
） 

会
期
中
無
休

（
第
3
〜
9
展
示
室
）

近代日本美術の精華
石川県立美術館開設50周年記念

ー東京藝大美術館コレクションを中心にー
企画展Topics
4月開催！

一　

般

大
高
生

中
小
生

一
〇
〇
〇
円

当　

日

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

九
〇
〇
円

前
売
り

五
〇
〇
円

四
〇
〇
円

八
〇
〇
円

団　

体

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

※

団
体
は
二
〇
名
以
上
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二
十
一
年
に
な
り
ま
し
て
企
画
展
示
室
で
開
催
さ
れ

た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
展
は
二
回
で
し
た
。

　

｢

栄
光
の
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
華
麗
な
ロ
コ
コ
展｣

は
、

十
四
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
の

流
れ
を
、｢

栄
光
の
ル
ネ
サ
ン
ス｣

、｢

壮
大
な
バ
ロ
ッ
ク｣

、

｢

華
麗
な
ロ
コ
コ｣

の
三
部
構
成
と
し
て
、
テ
ィ
ン
ト

レ
ッ
ト
、
エ
ル･

グ
レ
コ
、
ル
ー
ベ
ン
ス
、ヴ
ァ
ン･

ダ

イ
ク
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
ナ
テ
ィ
エ
な

ど
の
作
品
で
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
し
た
。
十
七

年
の
『
華
麗
な
る
十
七
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
展
』、

十
八
年
の
『
ル
オ
ー
展
』
以
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
展

で
あ
り
、
多
数
の
入
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

｢

百
万
石
の
大
名
展

－

前
田
育
徳
会
・
尊
經
閣
文
庫

の
所
蔵
品
か
ら

－｣

は
、
石
川
県
に
お
い
て
前
田
育
徳

会
所
蔵
の
名
品
に
よ
る
大
規
模
な
展
覧
会
と
し
て
は
、

昭
和
三
十
八
年
以
来
四
十
六
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
。

『
加
賀
藩
成
立
期
の
歴
史
』、『
加
賀
文
化
の
確
立
』
の

二
部
構
成
と
す
る
内
容
で
し
た
。
初
代
藩
主
利

家
か
ら
五
代
藩
主
綱
紀
ま
で
の
事
績
を
、
主
に

美
術
工
芸
品
に
よ
り
紹
介
し
、
加
賀
藩
の
歴
史

と
文
化
を
鑑
賞
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

今
回
の
展
示
で
は
、
利
春
夫
人
画
像
、
利
家
画

像
、芳
春
院
画
像
、利
長
画
像
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
田
育
徳
会
所
蔵
の
複
製
品
を
展
示
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
前
田
家
が
明
治
時
代
に
、
各
地

の
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
歴
代
藩
主
の
画
像

を
模
写
し
た
も
の
で
す
。
複
製
製
作
事
業
は
、

現
在
も
前
田
育
徳
会
の
大
事
な
事
業
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
十
四
年
に
開
催
し
ま
し

た
「
利
家
と
ま
つ 

加
賀
百
万
石
物
語
展
〜
前
田

家
と
加
賀
文
化
〜
」
に
展
示
し
ま
し
た
富
山
県

高
岡
市 

長
光
寺
蔵
『
前
田
利
長
像
』
が
、
近
年

同
寺
の
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
複
製
製
作
事
業
の
大
切
さ
を
象
徴
す
る
事

例
だ
と
思
い
ま
し
た
。

  

二
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
で
開
催
し
た
特
別

陳
列
や
特
集
の
う
ち
、｢

石
川
県
彫
刻
の
軌
跡｣

、

｢

石
川
県
日
本
画
の
精
華

－

展
覧
会
受
賞
作
を
一

堂
に

－｣

は
、
二
十
年
に
開
催
し
ま
し
た｢

石
川

県
洋
画
の
歩
み｣

、｢

石
川
県
の
芸
術
院
会
員
・
人

間
国
宝｣

と
同
じ
開
催
主
旨
の
展
示
で
し
た
。
前

田
育
徳
会
・
尊
經
閣
文
庫
と
古
美
術
展
示
室
の

二
室
で
開
催
し
た｢

加
賀
文
化
の
精
華｣

は
、
百

万
石
の
大
名
展
と
関
連
し
て
開
催
し
た
も
の
で

し
た
。
石
川
県
の
歴
史
、
美
術
工
芸
の
伝
統
を

ふ
ま
え
た
、
地
域
文
化
に
関
わ
り
の
あ
る
作
品

を
中
心
に
収
集
・
展
示
す
る
と
い
う
基
本
理
念

に
の
っ
と
り
収
集
さ
れ
た
作
品
、
寄
託
品
に
よ

り
、
す
ば
ら
し
い
加
賀
文
化
の
精
華
を
紹
介
す

る
も
の
で
、
百
万
石
の
大
名
展
と
と
も
に
堪
能

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

展覧会を振り返って《2》
平成20年度の

利家所用の甲冑に桃山文化の粋を堪能

館長の解説で茄子茶入を鑑賞

だれもが足をとめた伝雪舟の屏風



5 BIJUTSUKAN DAYORI  No.306

　

本
年
は
、
石
川
県
が
美
術
館
を
開
設
し
て
か
ら
、

五
十
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
旧
館
の
石

川
県
美
術
館（
現
在
の
伝
統
産
業
工
芸
館
）開
館
が
昭

和
三
十
四
年
で
、
よ
う
や
く
戦
後
が
終
わ
っ
た
と
い

わ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の

県
立
美
術
館
と
し
て
は
、
戦
後
最
も
早
い
時
期
の
も

の
で
し
た
。

　

開
館
記
念
の
名
宝
展
図
録
に
、
当
時
の
田
谷
充
実

知
事
が
次
の
よ
う
な
挨
拶
文
を
寄
せ
て
い
ま
す
。（
前

後
を
省
略
）

《
石
川
県
に
は
名
品
名
作
が
多
く
、
作
家
活
動
も
盛
ん

で
、
県
民
の
美
術
に
対
す
る
関
心
も
高
く
、「
美
術
館

を
建
設
し
て
欲
し
い
」と
い
う
県
民
の
大
き
な
願
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、「
石
川
県
に
こ
そ
、
美
術
館
を
建

設
す
べ
き
だ
」と
い
う
県
外
の
人
々
の
強
い
期
待
と
激

励
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
願
い
と
期
待
と
激
励
が
、

天
下
の
名
園
兼
六
園
の
一
角
に
実
を
結
ん
で
、
石
川

県
美
術
館
が
建
設
さ
れ
た
の
で
す
。》

　

こ
の
挨
拶
文
か
ら
は
、
当
時
関
係
し
た
人
々
の
努

力
や
喜
び
や
感
動
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
以
降
、
当
館
は
石
川
県
と
い
う
地
域
に

育
ま
れ
て
伝
世
し
た
文
化
財
や
、
作
家
活
動
と
し
て

生
ま
れ
た
作
品
を
中
心
に
、
収
集
、
保
存
、
展
示
す

る
地
域
色
の
濃
い
美
術
館
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
、
そ
の
方
向
は
多
様
化
し
た
今
日
で
も
、

館
の
運
営
の
基
本
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
八
年
ま
で
の
旧
館
時
代
に
は
、
二
十
四

年
間
で
二
八
二
回
の
テ
ー
マ
展
示
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
旧
館
の
展
示
面
積
は
現
在
の
美
術
館
の
七
分
の

一
と
き
わ
め
て
狭
く
、
展
示
す
る
作
品
の
数
も
限
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
状
況
の
中
で
意
欲
的
な
企

画
展
を
次
々
と
開
催
し
、
全
国
に
も
注
目
さ
れ
る
美

術
館
と
し
て
成
長
し
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
開

館
十
周
年
の「
光
悦
・
宗
達
・
光
琳
・
乾
山
・
抱
一
名
作

展
」に
は
、
琳
派
の
代
表
作
と
い
わ
れ
る
作
品
を
ほ
と

ん
ど
展
示
し
、
よ
く
ぞ
実
現
で
き
た
と
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。
県
政
施
行
一
〇
〇
周
年
記

念
と
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
に
開
催
し
た
春
の

「
長
谷
川
等
伯
展
」秋
の「
古
九
谷
名
品
展
」は
、

設
立
主
旨
に
あ
る
地
域
ゆ
か
り
の
名
作
展
で
し

た
が
、
こ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
く
展
観
で
、
こ
こ

ま
で
内
容
の
充
実
し
た
企
画
展
は
そ
の
後
開
催

さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
た
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

　

旧
館
時
代
の
極
め
つ
け
は
、
昭
和
五
十
四
年
、

開
館
二
十
周
年
記
念
の「
国
宝　

源
氏
物
語
絵
巻

展
」で
し
た
。
徳
川
美
術
館
と
五
島
美
術
館
の
両

方
の
源
氏
物
語
を
全
巻
展
示
替
え
せ
ず
に
公
開

す
る
と
い
う
、
無
謀
と
も
い
え
る
も
の
で
、
今

振
り
返
っ
て
も
冷
や
汗
の
出
る
思
い
で
す
。
こ

う
し
た
展
観
は
、
後
に
も
先
に
も
徳
川
・
五
島
美

術
館
以
外
で
は
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
展

観
で
石
川
県
美
術
館
の
地
位
を
不
動
の
も
の
に

し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昭
和
五
十
八
年
、
現
在
の
美
術
館
が
開
館
し
、

名
称
も
石
川
県
立
美
術
館
と
な
り
ま
し
た
。
従

来
の
七
倍
の
展
示
面
積
を
持
ち
、
二
階
が
収
蔵

品
を
展
示
す
る
常
設
展
示
部
門
、
一
階
が
企
画

展
示
と
貸
展
示
を
行
う
部
門
と
な
り
、
常
設
展

示
が
い
つ
で
も
鑑
賞
で
き
る
美
術
館
本
来
の
運

営
が
で
き
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
館
も
開
館
し
て
は
や
二
十
五
年
の
年
月
が

経
ち
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
再
開
し
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
間
に
も

大
型
の
展
観
や
収
蔵
品
に
テ
ー
マ
を
求
め
て
の

優
れ
た
展
示
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

開
館
三
周
年
記
念
の「
障
壁
画
名
作
展
」。
仁

清
の
国
宝
を
所
有
す
る
つ
な
が
り
か
ら
、Ｍ
Ｏ
Ａ

美
術
館
と
共
催
し
て
開
催
し
た
平
成
四
年
の

「
野
々
村
仁
清
展
」、
法
隆
寺
の「
百
済
観
音
展
」

と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
の「
玉
虫
厨
子
」の
公
開
、

大
河
ド
ラ
マ
に
ち
な
ん
で
の「
利
家
と
ま
つ　

加

賀
百
万
石
物
語
展
」な
ど
、
話
題
を
呼
ん
だ
展
観

で
し
た
。

　

新
館
に
な
っ
て
旧
館
時
代
と
異
な
る
と
こ
ろ

は
、
新
た
に
前
田
育
徳
会
展
示
室（
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
後
は
尊
經
閣
文
庫
分
館
）を
設
置
し
た
こ
と
、

育
徳
会
の
収
蔵
品
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。純
粋
美
術
部
門
の
洋
画
・
日
本
画
・

彫
刻
の
収
蔵
品
が
充
実
し
、
そ
れ
に
関
連
し
た

近
現
代
美
術
部
門
の
企
画
展
が
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
石
川
県
か
ら
多
く

の
人
間
国
宝
が
輩
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本

の
高
度
な
工
芸
美
術
を
紹
介
す
る
展
観
も
多
く

な
り
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
提
供
に
よ
る
大
型
の
企

画
展
が
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
新

館
が
完
成
し
た
か
ら
こ
そ
と
い
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

美
術
館
開
設
五
十
年
と
い
う
半
世
紀
の
概
要

に
つ
い
て
、
思
い
つ
く
ま
ま
を
記
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
美
術
館
活
動
に
は
、
実
に
多
く
の

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
多
様
化
の
時
代
に
入
り
ま

し
た
。
い
う
な
れ
ば
美
術
館
と
い
う
仕
掛
け
を

使
っ
て
多
く
の
人
び
と
を
集
め
、美
術
館
へ
や
っ

て
く
る
人
々
が
楽
し
め
る
活
動
を
展
開
す
る
幅

広
い
教
育
活
動
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
作
品
鑑
賞
は

も
と
よ
り
、
各
種
の
教
育
活
動
に
参
加
し
、
美

術
館
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
と
ご
意
見
を
賜
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
よ
り

良
い
美
術
館
づ
く
り
に
、
大
い
に
努
力
し
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

当館館長　嶋崎　丞

美術館開設五十周年に
あたって思うこと
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今
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
菊
池
と
申
し
ま

す
。「
東
西
文
化
の
交
流
」と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話

し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
東
西

文
化
と
は
、
東
西
の
考
え
方
、
価
値
観
の
違
い
で

す
ね
。
そ
う
い
っ
た
点
が
、ど
う
い
う
形
で
融
合
し
、

あ
る
い
は
相
反
し
て
、
そ
の
次
の
時
代
に
繋
が
っ

て
行
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
で
き
れ
ば

い
い
な
、と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
交
流
と
い
う
の
は
、

対
立
か
ら
始
ま
り
ま
し
て
、
対
立
が
な
け
れ
ば
、

交
流
は
な
い
の
で
す
。

◆
前
田
育
徳
会
と
尊
經
閣
文
庫
に
つ
い
て

　

ま
ず
自
己
紹
介
の
代
わ
り
に
、
う
ち
の
財
団
の
話

を
い
た
し
ま
す
。
は
じ
め
に「
公
益
法
人
育
徳
財
団
」

と
い
う
の
が
、
大
正
十
四
年
に
申
請
さ
れ
、
翌
年
認

可
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
名
称
が
、
昭
和
十
二
年
に

「
財
団
法
人
侯
爵
前
田
家
育
徳
財
団
」に
変
わ
っ
て
お

り
ま
す
。
戦
後
、
昭
和
二
十
四
年
に
は「
財
団
法
人

前
田
育
徳
会
」と
な
り
ま
す
が
、
共
通
し
て
い
る
の

は
、「
育
徳
」と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

実
は
、
戦
前
の
財
団
法
人
の
段
階
で
は
、
文
化
財
は

ほ
と
ん
ど
前
田
家
の
所
有
で
、
財
団
の
所
有
は
若
干

し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
財
団
の
創
立
者
で
も
あ
り
ま

す
前
田
利
為
公
が
、
ボ
ル
ネ
オ
で
戦
死
を
な
さ
い
ま

し
て
、
そ
の
後
で
少
し
ず
つ
財
団
の
方
に
文
化
財
の

寄
附
が
続
き
、
そ
れ
を
財
団
が
管
理
し
、
ま
た
複
製

を
作
っ
て
配
る
こ
と
を
行
い
ま
し
た
。
財
団
が
作
ら

れ
る
二
年
前
に
、
関
東
大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
。
前

田
家
の
蔵
品
の
一
部
も
被
災
を
受
け
、
他
に
も
東
京

の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
こ
れ

を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
模
索
さ
れ
た
わ
け
で

す
。
そ
の
一
つ
に
財
団
を
つ
く
っ
て
、
複
製
を

つ
く
り
、
似
た
も
の
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
残
せ

ば
、
何
か
が
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と

い
う
考
え
方
が
あ
り
、
財
団
の
活
動
を
始
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
育
徳
」と
は
、
江
戸
の
本
郷
に
あ
り
ま
し
た

上
屋
敷
の
庭
園
が「
育
徳
園
」と
申
し
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。
こ
れ
は
五
代
藩
主
の
綱
紀
公
が
、

『
周
易
』と
い
う
中
国
の
書
物
の
中
か
ら
取
っ
た

言
葉
が
元
で
す
。
利
為
は
五
代
藩
主
で
あ
る
綱

紀
に
心
酔
し
て
お
り
ま
し
て
、
綱
紀
を
見
習
っ

て
な
に
か
を
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
が
一
番
の

軸
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
分
散
し
て
い
る

図
書
を
集
め
な
お
す
、
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め

て
い
ま
す
。「
尊
經
閣
」の
由
来
は
、
五
代
藩
主

綱
紀
が
、
自
分
の
祖
父
で
あ
る
利
常
の
本
と
父

親
の
光
高
の
本
を
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ「
小
松

蔵
書
」「
金
沢
蔵
書
」、
そ
し
て
自
分
の
も
の
を

「
尊
經
閣
蔵
書
」と
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
「
前
田
育
徳
会
」は
、
尊
經
閣
文
庫
が
所
蔵
す

る
文
化
財
を
保
護
し
て
後
世
に
伝
え
、
研
究
す

る
こ
と
を
目
的
に
運
営
さ
れ
て
お
り
、「
尊
經

閣
文
庫
」に
は
、
加
賀
藩
前
田
家
が
収
集
し
た

典
籍
や
古
文
書
、
美
術
工
芸
品
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
東
西
文
化
の
交
流

　

現
代
で
も
日
本
と
い
う
国
は
、
東
西
で
文
化

的
異
質
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ

た
も
の
は
い
つ
頃
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
、
そ
れ

と
も
元
々
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
。
そ
う
い
う

観
点
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
鎌
倉
時
代
を
少
し
の

ぞ
い
て
み
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
尊
經
閣
文
庫
に
あ
る
書
物
を
見
て
み
ま

す
と
、
鎌
倉
時
代
の
も
の
が
い
く
つ
か
ご
ざ
い

ま
し
て
。
そ
の
中
に「
関
東
」と
い
う
言
葉
が
頭

に
あ
る
書
名
が
ご
ざ
い
ま
す
。
例
え
ば『
関
東

式
目（
貞
永
式
目
）』『
関
東
評
定
伝
』な
ど
で
す
。

こ
の
頃
か
ら
、
京
都
の
朝
廷
国
家
か
ら
自
立
し

た
鎌
倉
幕
府
が
支
配
し
た
地
域
を「
関
東
」と
呼

ぶ
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
対
し
て「
関
西
」と
い

う
言
葉
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
か
ら
西
へ
は
、
や
は
り
軍
事
力
・
政
治
力

と
い
う
も
の
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
西
か

ら
東
へ
と
い
う
の
は
、
文
化
面
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
軍
勢
は
東
か
ら
西
に
向
か
っ
て
進
撃
す

る
場
合
が
多
く
、
政
治
的
要
求
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
京
都
に
生
ま
れ
た
源
頼
朝
は
、

京
都
に
郷
愁
と
憧
れ
を
抱
き
、
鎌
倉
に
武
家
政

権
を
樹
立
す
る
と
、
京
と
を
結
ぶ
街
道
の
整
備

を
進
め
、
そ
の
結
果
、
宗
教
・
文
化
・
風
俗
が

東
へ
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

講師：菊池 紳一 氏（前田育徳会常務理事・尊經閣文庫主幹）

東西文化の交流
講演会記録

二
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
講
演
会
を
下
に
、

当
館
の
責
任
に
お
い
て
、
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

（

）
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二
月
後
半
、
出
前
講
座
、「
ど
こ
で
も
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
を 

金
沢
市
立
伏
見
台
小
学
校
、
宝
達
志

水
町
立
樋
川
小
学
校
、
野
々
市
町
立
野
々
市
小
学

校
の
三
校
で
行
い
ま
し
た
。

◆
二
月
十
九
日　

伏
見
台
小
学
校

　

四
年
生
三
ク
ラ
ス
で
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
図

工
専
科
の
先
生
と
学
ぶ
時
間
で
し
た
が
、
担
任
の

先
生
も
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
他

の
美
術
館
で
の
鑑
賞
も
経
験
済
み
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
大
変
落
ち
着
い
た
様
子
で
、
ま
た
活
発

に
意
見
を
出
し
て
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

◆
二
月
二
十
四
日　

樋
川
小
学
校

　

こ
ち
ら
は
、
六
年
生
の
卒
業
記
念
の
行
事
の
一

つ
と
し
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
が
企
画
し
て
く
れ
た
も
の
で

し
た
が
、
あ
い
に
く
六
年
生
は
当
日
学
級
閉
鎖
。

そ
の
ほ
か
に
計
画
さ
れ
て
い
た
二
年
生
か
ら
五
年

生
ま
で
の
各
学
年
で
実
施
し
ま
し
た
。
本
物
を
前

に
し
て
興
奮
気
味
の
低
学
年
に
は
感
想
ゲ
ー
ム
で

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
。
そ
の
後
の
学
年
も
、
そ

れ
ぞ
れ
成
長
の
段
階
に
応
じ
た
素
直
な
反
応
で
大

い
に
対
話
型
鑑
賞
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

か
え
す
が
え
す
も
学
級
閉
鎖
が
惜
し
ま
れ
る
六
年

生
で
す
が
、
中
学
校
で
あ
え
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

◆
二
月
二
十
六
日　

野
々
市
小
学
校

　

野
々
市
小
学
校
は
今
年
で
三
度
目
。
鑑
賞

の
授
業
を
行
う
三
・
四
年
生
の
う
ち
、
四
年

生
は
昨
年
も
鑑
賞
し
て
い
て
、
た
く
さ
ん
の

人
が
昨
年
度
鑑
賞
し
て
心
に
残
っ
て
い
る
作

品
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
休
み

時
間
に
は
、
昨
年
度
鑑
賞
の
授
業
を
体
験
し

た
五
年
生
が
何
人
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。
継

続
し
て
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
鑑

賞
の
授
業
を
受
け
た
皆
さ
ん
に
、「
あ
の
絵

す
き
だ
っ
た
な
」「
美
術
館
の
絵
を
ま
た
見

た
い
な
」
と
い
う
心
の
お
み
や
げ
を
残
せ
た

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
訪
問
で
し

た
。

　

雪
が
な
く
て
も
ま
だ
ま
だ
冬
真
っ
直
中
の

二
月
。
作
品
保
護
の
た
め
に
暖
房
も
な
い
展

示
会
場
で
は
、
コ
ー
ト
を
着
て
の
授
業
の
日

も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
達
の
学
ぶ
学
校
で

県
立
美
術
館
所
蔵
作
品
の
鑑
賞
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

学校出前講座
どこでもミュージアム

ミュージアム
レポート

行
事
案
内

バ
ス
ツ
ア
ー
予
告

飛
騨
の
匠
に
出
会
う
旅

ビ
デ
オ
上
映
／「
日
本
美
術
史
7

－

1
明
治
・
大
正
・
昭
和

　
　
　
　

西
洋
画
の
出
会
い
と
模
索
」（
24
分
）

日　

時
／
四
月
二
十
六
日（
日
）
午
後
一
時
三
十
分

会　

場
／
本
館
ホ
ー
ル

「
近
代
日
本
美
術
の
精
華
」
関
連
行
事

講
演
会
／「
藝
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史
」

講　

師
／
薩
摩
雅
登
氏（
東
京
藝
術
大
学
教
授
）

日　

時
／
五
月
十
日（
日
）
午
後
一
時
三
十
分

会　

場
／
本
館
ホ
ー
ル

日　

時
／
六
月
六
日（
土
）

行　

先
／
飛
騨
高
山
方
面

見
学
地
／
飛
騨
国
分
寺

　
　
　
　

吉
島
家
住
宅

　
　
　
　

飛
騨
高
山
美
術
館

　
　
　
　
　
　

ほ
か
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
日
帰
り
で
飛
騨
高
山
方
面

を
巡
り
、
匠
の
技
を
探
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
古
刹

や
町
家
か
ら
木
工
文
化
の
ル
ー
ツ
を
探
り
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
下
さ
い
。

※

申
込
み
方
法
等
、詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。
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4月開催！「近代日本美術の精華 －東京藝大美術館コレクションを中心に－」
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4月の休館日は22日（水）～24日（金）です。

重文 収穫　浅井　忠
（明治23年）

岩に鶺鴒図蒔絵丸額　六角 紫水
（明治37年）

月夜山水　橋本 雅邦 国宝 絵因果経（部分）【特別出品】
（奈良時代（8世紀））

彩磁花卉文花瓶　板谷 波山
（昭和7年）

つるされた猫　朝倉 文夫
（明治42年）

4/25（土）～6/1（月）

「近代日本画と
             その周辺Ⅱ」

一　般 350円（280円）

大学生 280円（220円）

高校生以下　無料

コレクション展観覧料

午前9：30～午後6：00
※曜日により延長します

展示室開館時間

前田育徳会尊經閣文庫分館 第2展示室（古美術） 第3展示室（近現代） 企画展示室

ご利用案内

次回の展覧会

午前10：00～午後7：00　年中無休
カフェ営業時間

「南政善－生誕100年－」
4/25（土）～6/1（月）4/25（土）～6/1（月）

「古美術優品選Ⅱ」
4/26（日）～5/31（日）

「近代日本美術の精華」

※（　　）内は団体料金

すべて東京藝大美術館所蔵


